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大
震
災
の
教
訓
に
基
づ
い
た

防
災
対
策
に
つ
い
て

阿
部
祐
美
子
　
議
員

（
民
・
改
）

4
年
内
に
大
地
震
、

区
民
を
救
う
地
震
保
険
と
緊
急
対
策

須
貝
　
行
宏
　
議
員

（
無
品
）

代 表 質 問

し
て
は
。
e
税
収
が
減
少
傾
向
に

あ
る
な
ら
ば
、
区
民
の
代
表
で
あ

る
議
員
も
１
割
以
上
の
議
員
を
削

減
し
、
政
務
調
査
費
な
ど
の
経
費

も
削
減
す
る
べ
き
で
は
。
r
選
挙

管
理
委
員
な
ど
の
非
常
勤
職
員
の
、

一
般
常
識
と
か
け
離
れ
た
高
過
ぎ

る
報
酬
や
日
当
は
や
め
て
、
区
民

の
支
援
の
た
め
に
使
っ
て
は
。

区
長

q
漫
然
と
運
営
を
続
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
る
。

w
身
近
な
地
域
で
外
国
文
化
と
の

交
流
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
多
様

な
国
際
交
流
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
e
r
区
議
会
議
員
や
行

政
委
員
会
委
員
の
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
等
の
条
例
改
正
が
議
決
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
も
見
直
し
が
な
さ

れ
て
い
る
。
区
議
会
議
員
に
係
る

経
費
等
に
つ
い
て
は
、
区
議
会
の

自
律
性
と
い
う
観
点
か
ら
区
議
会

の
中
で
充
分
検
討
す
る
べ
き
も
の

だ
。
区
で
は
、
行
財
政
改
革
の
推

進
を
通
し
健
全
財
政
を
維
持
し
つ

つ
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

っ
て
き
た
。
今
後
と
も
事
務
事
業

の
よ
り
一
層
の
改
善
等
に
努
め
る
。

自
分
の
学
力
が
解
る
、
模
擬
テ
ス

ト
の
復
活
を

q
国
や
自
治
体
が
生
活
保
護
受

給
世
帯
や
所
得
が
低
い
世
帯
の
子

ど
も
に
学
習
塾
の
費
用
を
援
助
し

て
い
る
の
は
、
公
立
学
校
の
学
習

指
導
だ
け
で
は
限
界
で
、
学
力
は

q
被
災
後
、
建
物
崩
壊
な
ど
に

よ
り
通
行
が
遮
断
さ
れ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
生
活
必
需
品
等
の

備
蓄
を
増
や
し
、
区
内
に
均
等
に

保
管
し
て
は
。
w
被
災
者
の
生
活

基
盤
の
再
生
は
、
町
の
復
興
に
重

要
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、
民
間

の
地
震
保
険
加
入
の
普
及
・
啓
発

を
区
が
強
く
推
し
進
め
る
べ
き
で

は
。
e
緊
急
災
害
基
金
を
創
設
し
、

区
独
自
で
、
で
き
る
限
り
財
源
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
が
所
見
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
補
完
避
難
所
で
あ
る
私
立
学
校

等
と
も
協
議
し
、
分
散
し
て
備
蓄

を
行
い
、
民
間
企
業
等
と
の
避
難

所
協
定
締
結
な
ど
に
も
努
め
る
。

w
個
人
の
財
産
に
つ
い
て
の
保
険

加
入
は
個
人
で
判
断
す
べ
き
で
、

区
が
推
奨
す
る
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
e
初
動
の
救
援
等
に
必
要
な

財
源
は
現
行
の
基
金
を
活
用
し
て

い
く
。
激
甚
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

場
合
は
国
が
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
肝
要
と
考
え
る
。

減
る
収
入
、
品
川
区
も
支
出
の
見

直
し
を

q
年
間
維
持
費
が
１
億
円
、
数

年
後
に
は
大
改
修
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
し
な
が
わ
水
族
館
の

事
業
か
ら
撤
退
し
て
は
。
w
国
際

交
流
事
業
は
国
や
都
で
も
実
施
し

て
お
り
、
二
重
行
政
と
思
わ
れ
る
。

少
人
数
に
年
間
１
億
円
の
税
金
を

投
入
し
て
い
る
が
、
事
業
を
縮
小

学
習
塾
に
支
え
ら
れ
て
い
る
あ
ら

わ
れ
だ
。
区
で
も
生
活
福
祉
課
で

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事

業
と
し
て
学
習
塾
代
の
一
部
を
貸

し
付
け
て
い
る
が
3
な
ぜ
教
育
委

員
会
の
事
業
で
は
な
い
の
か
。

e
な
ぜ
積
極
的
に
普
及
や
啓
発
を

図
ら
な
い
の
か
。
w
区
の
学
力
定

着
度
調
査
で
は
受
験
生
の
中
で
の

学
力
判
定
が
で
き
な
い
。
大
勢
の

受
験
生
が
受
け
る
模
擬
テ
ス
ト
の

資
料
が
あ
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
進

路
指
導
が
で
き
る
は
ず
だ
。
一
般

受
験
す
る
中
学
生
に
学
力
を
知
ら

せ
る
た
め
、
定
期
的
に
民
間
業
者

の
模
擬
テ
ス
ト
を
受
け
さ
せ
て
は
。

e
自
校
作
成
問
題
を
出
す
都
立
や

私
立
高
校
の
受
験
に
、
教
員
が
的

確
な
進
路
指
導
が
で
き
な
い
シ
ス

テ
ム
を
い
つ
ま
で
放
置
し
て
い
る

の
か
。

教
育
次
長

q
3
区
民
福
祉
の

増
進
を
目
的
と
す
る
都
の
補
助
事

業
で
あ
り
、
生
活
支
援
の
総
合
的

な
窓
口
で
あ
る
生
活
福
祉
課
の
所

管
が
最
も
適
切
だ
。
通
塾
率
は
都

平
均
に
比
べ
て
低
く
、
学
力
調
査

の
結
果
は
都
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
区
に
お
い
て
は
公
教
育
が
塾

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘

は
当
た
ら
な
い
。
e
チ
ラ
シ
の
配

布
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
三
者
面

談
の
際
に
家
庭
の
事
情
に
応
じ
勧

め
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
対
応
を

し
て
い
る
。
w
文
部
省
通
達
に
よ

り
、
偏
差
値
で
機
械
的
に
進
路
先

を
振
り
分
け
る
指
導
は
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
長
年
蓄
積
し
た
高
校

の
特
色
や
入
試
の
情
報
に
基
づ
く

入
試
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
業
者

テ
ス
ト
を
導
入
す
る
考
え
方
は
な

い
。
e
進
路
指
導
は
、
区
や
国
等

の
学
力
調
査
の
分
析
結
果
と
と
も

に
、
卒
業
生
の
合
否
状
況
な
ど
、

こ
れ
ま
で
学
校
が
蓄
積
し
た
デ
ー

タ
を
的
確
に
提
供
し
て
い
る
。

化
等
を
。
e
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
の

強
化
を
。
r
小
規
模
工
事
の
前
倒

し
発
注
等
の
工
夫
を
広
げ
て
は
。

t
若
年
者
の
生
活
保
護
の
実
態
を

調
査
分
析
し
支
援
策
を
探
っ
て
は
。

区
長

q
一
定
水
準
は
確
保
で

き
る
。
w
効
果
測
定
方
法
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
e
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
見
直
す
。

r
ゼ
ロ
債
を
計
上
し
、
年
度
当
初

か
ら
の
着
工
に
つ
な
げ
る
。
t
個

別
支
援
の
中
で
実
態
を
把
握
す
る
。

子
ど
も
施
策
の
充
実
に
つ
い
て

q
認
証
と
認
可
保
育
園
の
定
員

等
を
不
合
理
の
な
い
よ
う
に
し
、

補
助
制
度
等
の
再
検
討
を
。
w
病

児
保
育
施
設
の
開
設
へ
の
決
意
は
。

e
品
川
児
童
学
園
に
つ
い
て
3
児

童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
る
支
援
等

の
変
更
は
。
e
法
改
正
を
契
機
に

充
実
を
図
っ
て
は
。
4
あ
り
方
の

検
討
は
。
r
就
学
前
の
子
ど
も
が

集
団
で
過
ご
す
場
に
専
門
家
巡
回

の
対
象
を
拡
大
し
て
は
。
t
私
立

幼
稚
園
も
巡
回
指
導
等
を
通
じ
て

特
別
支
援
教
育
へ
の
力
を
上
げ
て

い
く
べ
き
で
は
。
y
新
年
度
か
ら

柔
道
を
行
う
の
は
何
校
で
、
何
割

の
先
生
に
指
導
経
験
が
あ
る
の
か
。

u
柔
道
の
安
全
指
導
を
区
教
育
委

員
会
の
責
任
で
徹
底
し
て
は
。

子
ど
も
未
来
事
業
部
長

q
趣

旨
を
周
知
し
、
保
育
料
助
成
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
w
早
期
開
設
に

努
め
る
。
e
3
変
わ
り
は
な
い
。

e
経
過
的
対
応
と
し
て
療
育
機
能

の
強
化
等
を
図
る
。
4
経
過
期
間

の
中
で
検
討
す
る
。
r
私
立
幼
稚

園
等
は
園
の
依
頼
で
訪
問
指
導
を

実
施
し
て
い
る
。
t
私
立
幼
稚
園

へ
の
支
援
の
中
で
検
討
す
る
。

教
育
次
長

y
小
学
校
は
26
校

だ
。
中
学
校
は
13
校
で
、
保
健
体

育
教
員
の
74
％
に
あ
た
る
23
名
に

指
導
経
験
が
あ
る
等
だ
。
u
指
導

計
画
を
教
員
等
に
周
知
し
、
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
。

高
齢
者
施
策
に
つ
い
て

q
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

を
整
備
し
た
目
的
と
意
義
、
今
後

の
見
通
し
は
。
w
老
人
保
健
施
設

整
備
の
見
通
し
は
。
e
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
再
検
討
を
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供

の
先
導
モ
デ
ル
で
、
今
後
は
民
間

活
用
を
す
る
。
w
１
か
所
の
整
備

を
検
討
す
る
。
e
地
域
な
ど
に
支

持
さ
れ
る
施
設
へ
の
検
討
を
す
る
。

障
害
者
虐
待
防
止
法
施
行
へ
の

対
応
に
つ
い
て

q
通
報
義
務
な
ど
の
周
知
は
。

w
既
に
区
は
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
設
置
し
て
い
る
が
、
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
形
で
設

置
す
る
の
か
。
e
関
係
職
員
や
施

設
職
員
へ
の
研
修
、
障
害
者
団
体

と
の
連
携
体
制
の
強
化
の
展
開
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
マ
ニ

ュ
ア
ル
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

関
係
者
へ
の
研
修
な
ど
だ
。
w
障

害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
障
害

者
福
祉
課
に
設
置
し
、
虐
待
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
も
含
め
た
総
合
窓
口
の

検
討
を
し
て
い
る
。
e
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
等
と
一
体

化
し
て
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

q
避
難
所
運
営
で
女
性
な
ど
へ

の
配
慮
事
項
を
示
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
整
備
を
。
w
二
次
避
難
所
は

何
か
所
で
、
受
け
入
れ
人
数
は
。

e
障
害
種
別
等
に
関
わ
り
な
く
避

難
先
を
決
め
る
の
か
。
r
品
川
特

別
支
援
学
校
は
地
域
住
民
の
避
難

所
と
し
て
機
能
さ
せ
る
の
か
。

t
高
層
住
宅
は
3
区
内
に
何
棟
か
。

e
特
性
を
踏
ま
え
た
訓
練
を
行
っ

て
い
る
の
か
。
y
基
本
的
な
備
蓄

物
資
を
全
倉
庫
に
、
そ
れ
以
外
は

大
き
な
倉
庫
に
分
散
を
。
u
発
電

機
と
共
に
燃
料
の
保
管
を
。
i
建

設
業
者
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
働
き
か

け
を
。
o
防
災
会
議
に
被
災
地
経

験
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
加
え
て
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
配

慮
事
項
を
盛
り
込
む
。
w
20
か
所
、

約
１
千
600
名
だ
。
e
適
し
た
避
難

先
を
決
め
る
。
r
障
害
者
の
避
難

所
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
変
わ
り

な
い
。
t
3
平
成
22
年
は
38
棟
だ
。

e
実
施
は
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。

y
分
散
備
蓄
の
考
え
を
取
り
入
れ

る
。
u
今
後
の
検
討
課
題
だ
。

i
中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
事

業
で
働
き
か
け
を
行
う
。
o
意
見

を
求
め
、
反
映
し
て
い
く
。

財
政
な
ら
び
に
経
済
対
策

に
つ
い
て

q
区
の
基
金
残
高
の
見
通
し
は
。

w
外
郭
団
体
等
に
対
す
る
補
助
金

に
は
費
用
対
効
果
測
定
の
ル
ー
ル

車椅子をご利用の方が、車椅子のままで

本会議の傍聴ができるようにエレベーター

型の段差解消機を設置しております。車椅

子をご利用の方4人までの傍聴が可能です。

傍聴を希望される方は、区議会事務局で

傍聴券の交付を受けてください。傍聴券は

本会議の１時間前から交付します。ご希望

の方は区議会事務局

議事係までお問い合

わせください。

5742－6809

車椅子をご利用の方も
お気軽に傍聴においでください。

品川区議会ホームページを
ご覧ください

品川区議会のホームページアドレス

http://www.city.shinagawa.tokyo.jp/
kugikai/index.html

区議会の最新情報や議員
のプロフィールなどを紹介
しています。また、ケーブ
ルテレビ品川で放映した本
会議の代表・一般質問や区
長施政方針などの番組がイ
ンターネット上でご覧いた
だけます。


